
 令和３年 教育委員会 

 

第２１回 定例会 議事日程 
 

                  令和３年１２月１４日（火） 

 

第１ 報 告 

【 文化振興課 】 

（１）日比谷図書文化館文化財に関する環境調査について 

（２）千代田区文化財保存活用地域計画策定に係るアンケートの実施について 

【 子ども総務課 】 

（１）軽井沢少年自然の家のあり方検討について 

（２）千代田区共育ビジョンの改定について 

【 子ども支援課 】 

（１）就学前プログラムの改定状況等について 

【 学務課 】 

（１）お茶の水小学校・幼稚園 通学・通園バス発着場所の変更について 

（２）区立学校 心をつなぐ体験授業について 

【 指導課 】 

（１）千代田区立学校等における宿泊・連合行事について 

 

第２ その他 

【 子ども総務課 】 

 （１）教育委員会行事予定表 

  （２）広報千代田（12月20日号） 

  （３）教育広報かけはし掲載事項 



日比谷図書文化館文化財に関する環境調査について 

 

１ 調査の目的 

   日比谷図書文化館の収蔵・展示エリアについて、文化庁の基準に照らして検証を行い、運用上の課題を明らかにするとともに、その対策を検討するための基礎資料とする。 

２ 主な調査項目等 

 

調査項目 期  間 調査実施個所 実施結果 対応方法 

温湿度調査（計測） 
令和 2年 6月 

～令和 4年 3 月 

閉架書庫（Ｂ１～1階） 
  閉架書庫自体が外壁から離れた施設の中央部に配置されてい

るため、外部からの温熱負荷の影響が小さい。 
 現状を保持する。 

常設展示室（1階）   両展示室共に窓はアルミパネルで塞がれているが、開口のな

い外壁と比較した場合、外部からの温熱負荷の影響を受けやす

い構造・仕様となっている。 

  また、両展示室ともに、エントランスホールの空気が流入す

るため、温湿度管理が難しく、展示室内の温湿度管理にも影響

を及ぼしている可能性が高い。 

 温湿度を一定に保つ必要性からは、展示室出入口

の改修など、対応方法が考えられたが、図書館開館

の中での大規模改修は困難である。 

このため、令和 4年度では、特別展示室内の窓の

ある壁側に新たに断熱壁を設ける小規模改修を行

うことで、温湿度の環境を一定に保つ対応を行う。 

さらに、両展示室内に新たに高気密の展示ケース

を設置し、温湿度からの影響をできる限り遮断でき

るよう対応している。 

特別展示室（１階） 

収蔵庫（大・小） 

 ・収蔵庫自体は、外壁からの温熱負荷の影響が低減される配置となっ 

ており、湿度も 50%～60%の範囲内で概ね収まっており、温度も概ね安

定している。 

 ・空調機が一基しか無いため、24時間運転した場合の負荷が大きく、 

不調となる可能性がある。 

 空調の稼働時間を短縮するなど、空調機への

負荷軽減のための検証を行っている。 

空気環境調査 

光・照明調査 

文化財ＩＰＭ（虫害）調査

防災・防犯対策調査 

施設構造 

設備調査  等 

令和 2年 11月   

～令和 4年 3 月 

閉架書庫（Ｂ１～1階） 
 ・照明器具に落下・衝突防止用のカードが無く、落下時に破損

リスクの可能性がある。 

 落下防止対策として、ベルト等の設置を行

う。 

常設展示室（1階） 

 ・展示ケース内の測定では、有機酸、アンモニアの数値が基準

濃度以上のものが確認された。 

・照明器具に落下・衝突防止用のカードが無く、落下時に破損リ

スクの可能性がある。 

 ・消火設備については、消火器が配置されているが、消火器、屋

内消火栓による消火設備となっており、消火時における展示物

等の水損・汚損リスクがある。 

 ・常設展示室内で調査を行い、文化財害虫が確認された。 

 両展示室内に新たに高気密の展示ケースを

設置し、上記による温湿度からの影響の遮断に

加え、当該ケースについてはガスの発生を抑え

た素材を用いて展示環境の向上を図っている。 

 また、文化財害虫については、定期的なモニ

タリング調査を継続し、防虫剤などによる対策

を行っている。 
特別展示室（１階） 

収蔵庫（大・小） 

・照明器具に落下・衝突防止用のカードが無く、落下時に破損リ

スクの可能性がある。 

 ・本来、土足禁止エリアとなる保存区画の内部で靴を脱ぐ運用

となっており、内部に害虫を持ち込む恐れがある。 

・消火設備については、令和元年度に手動式の二酸化炭素消火

器を配置したが、メインは消火器、屋内消火栓による消火設備と

なっており、消火時における資料の水損・汚損リスクがある。 

 落下防止対策として、ベルト等の設置を行

う。 

教 育 委 員 会 資 料 

令和３年 12 月 14 日

文 化 振 興 課 
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軽井沢少年自然の家のあり方検討について 

 

１ 第３回検討協議会について 

（１）実施日時 

令和３年１１月１１日（木）午前９時３０分～午前１０時３０分 

 

（２）出席者 

委員 ８名（全委員出席） 

 

（３）委員からの主な意見 

【活用方針（案）について】 

・「現状・課題を踏まえた視点」に「施設の不便さを改善」とあるが、単に不便さを改善す

るだけでなく、将来のための施設であるということが分かるような表記にしてはどうか。 

・活用方針（案）については、公の学校教育で軽井沢町に行く意味を分かりやすく、キャ

ッチーに伝えられると良いのではないか。多様性の尊重、グローバルな視点等が求め

られるこれからの社会を生きる子どもたちが、軽井沢町という自然豊かな場所で ICT 教

育や外国語教育にも取り組んでいくことが伝わるような方針案を検討する必要があると

考える。 

 

【プログラム（案）について】 

・具体的なプログラムや、考え方が構築されていく中で、「軽井沢だからできること」にこ

だわった方が施設の方向性がより明確になっていくと思われる。 

・「軽井沢ならでは」という視点だけでなく、「千代田区ならでは」という視点ももってプロ

グラムを検討してはどうか。 

・子どもたちが取り組むプログラムを段階別に示す方法も考えられる。例えば、初めて軽

井沢町に行く学年は、「知る」段階のプログラム、次は「深める、広める」段階というよう

に示すと、よりはっきりとした構成になると思う。 

・プログラムの中に「スピーチ大会を実施」とあるが、「プレゼンテーション」としたほうが調

べてきたことを発表するという意味合いも含まれるので、分野横断的な学習によりつな

がると思う。 

・体験して楽しかった、ためになったという感想にとどめるのではなく、英語で発表して学

びを共有することで、グローバルな視点をもつことにもつながると考える。 

・２学年が同時に施設を活用すれば、テーマ別かつ縦割りでプログラムを行うこと

ができ、これまでとは違う新しい学びの形が実現できるのではないか。 

・従来は初任者研修という形で実施していたが、その他の教員研修においても当施設

を活用することにより、教員研修の充実が図れるのではないか（例えば、小学校と中学

校の英語の先生が合同で、英語を主体とした研修を実施する等）。 

教 育 委 員 会 資 料 

令和３年１２月１４日 

教 育 政 策 担 当 
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・学校が施設を利用する際に、教育課程に在籍している学生にも来てもらい、一緒に活

動できれば、子どもたちや先生にも良い影響があり、学生にとっても現場の教員と意見

交換できる貴重な機会になると考える。 

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、宿泊行事ができなかった中高生が多くい

る。宿泊行事を安心して実施できる頃には、現在の中高生は大学生になっている。そ

うした子どもたちの追体験の場としても活用できると良いのではないか。 

 

【その他】 

・可能であれば１校ずつ施設を活用できると良いと考える。そうすることで、食堂、

体育館、多目的ルーム等を有効に使うことができると思う。 

・生涯学習、社会学習という視点で整理することも必要ではないか。 

 

 

２ 今後のスケジュール（予定） 

令和４年１～２月    第４回検討協議会及び教育委員会報告 

令和４年３月       検討協議会報告書の取りまとめ 

令和４年度        基本方針及び施設整備計画の策定 

 

＜参考＞ 検討体制 

学識経験者、元校長、学校関係者等で構成する協議会を設置し、検討・協議を行う。 

 

「軽井沢少年自然の家のあり方検討協議会」委員一覧 

氏名 役職等 

佐藤 久美子 玉川大学大学院教育学研究科名誉教授 

佐藤 和紀 信州大学教育学部助教、 元東京都公立学校教員 

小林 勇司 元千代田区立麹町小学校・お茶の水小学校校長 

赤坂 寅夫 元中央区立佃中学校校長、元千代田区教育委員会指導主事 

櫻井 千佳子 武蔵野大学グローバル学部教授 

中村 裕子 千代田区立麹町小学校校長 

堀越 勉 千代田区立神田一橋中学校校長 

佐藤 尚久 千代田区教育委員会事務局子ども部教育担当部長 



第３回 軽井沢少年自然の家のあり方検討協議会 

 

                  日時：令和３年１１月１１日（木） 

午前９時３０分～ 

会場：千代田区役所４階 ４０１会議室 

 

 

次  第 

１ 開 会 

 

 

 

２ 議 事 

（１）前回の振り返り 

 

 

（２）少年自然の家の利活用方針（案）について 

 

 

 

（３）少年自然の家で行うプログラムについて 

 

 

 

 

 

３ 閉 会 

 

 

 

＜配付資料＞ 

資料１ 第２回軽井沢少年自然の家のあり方検討協議会 意見要旨 

資料２ 軽井沢少年自然の家の利活用方針（案） 

資料３ 軽井沢少年自然の家で行うプログラム（案） 

参考資料 参考事例 

 

参考資料 



第２回 軽井沢少年自然の家のあり方検討協議会 意見要旨 

 

１．活用方針について 

【ICT教育の実施】 

○農家や観光関係の方、嬬恋村の小学生たちと、タブレットを使って事前学習や当日の発表をす

るなど、長いスパンの学習に ICTを活用できるとよい。 

○タブレットで写真なども取り込んだスライドを制作し、軽井沢の特産品や自然、歴史に関する

ことを英語で発表してはどうか。 

 

【外国語学習の実施】 

○体験学習や、軽井沢ならではの活動ができるとよい。タブレットで写真なども取り込んだスラ

イドを制作し、軽井沢の特産品や自然、歴史に関することを英語で発表してはどうか。 

○普段の英語学習と連続する形で英語学習が実践できるとよい。 

 

【交流事業の実施】 

○軽井沢町の小学校や信州大学の学生や、軽井沢で働いている外国の企業の方々とも交流できる

とよい。 

〇風越学園をはじめとした地元の学校との交流事業を検討してもらいたい。 

〇特別支援学級単体の体験教室だけでなく、障害者や多様性の理解という意味で、通常の学級と

の交流プログラムが考えられる。 

 

【アクティブラーニングの実施】 

〇選択可能な複数のコースを設定し、テーマごとに現地見学に行ったりして、ICT 機材を活用し

てまとめる、HPから配信するなどできるとよい。 

 

【宿泊体験の充実】 

〇特別支援学級で体験学習をする目的は、宿泊活動や身辺自立が大きい。自然豊かな環境で体を

動かすことを楽しめるとよい。 

 

【教科横断的な事業の実施】 

〇軽井沢は、もともとイギリス人が別荘地として開拓した歴史があり、色々な外国人も受け入れ

る寛容な風土がある。軽井沢の環境も活かして、子どもの広い心を育てるためにも、その手段

として ICTや英語が重要だと考えている。 

〇スポーツと英語をかけわせた取組が考えられる。 

  

資料１ 



 

２．整備方針について  

【施設整備手法について】 

○施設を大規模改修なり建替えなりして引き続き使っていただきたい。今後も使うとなると、ト

イレなど、現在の使い方に合っていない場所の改良は必要である。 

〇千代田区として新たな教育の目玉や、子どもを育てるという視点では、子どもの多様な発達段

階に対応できるよう、施設を改修ではなく建替えの方向で検討したほうがよい。 

 

【ユニバーサルデザインへの対応】 

〇施設整備にあたっては、性自認など配慮が必要な子どもへも対応する必要がある。 

〇現在の施設はバリアフリー対応や、ユニバーサルデザインへ対応していない。 

 

【多目的ホールの整備】 

○食堂として利用している大ホールとは別に、パネルを展示したりスクリーンを置いて発表した

りできる多目的ルームやホールが必要だと思う。 

 

【体験活動のできる広いスペースの整備】 

○日中の活動としては、この施設の中だけで完結するのは難しいと感じており、体験や、もっと

大きく体を動かせるところもあるとよい。 

 

【近隣施設の活用】 

○作業を伴う学習で広い場所が必要になる場合は、近隣の施設を借りるなど、連携しながら使え

るとよい。 

 

【宿泊機能の整備】 

〇特別支援学級の場合は、団体規模が大きくないため、宿泊はメレーズ軽井沢のコテージで事足

りると思われる。 

〇教員研修へも活用できるとよい。 

 

３．議論の進め方について  

〇ICT 教育や英語学習はあくまでも手段の一つのため、施設のあり方をどうするかに注力して意

見交換したほうがよい 

〇プログラムの内容は色々な視点で広げる余地があるため、どこをポイントにするかこれから絞

っていけるとよい。 

 

４．その他 

〇体験学習を通した体系的な指導計画が必要であり、ＳＤＧｓを柱にして考えた方がよい。  

 



 

  

 

現状、社会動向、検討協議会から 
把握された現状の振り返り 

○建物の大規模な改修が必要 
・築30年以上経過しており、建て替えや大規模改修の必要が
ある。 

・休館以降、継続して維持管理を行っているが、今後も活用
できるか設備等の調査が必要である。 

○年間を通した利用方法の検討が必要 
・年間を通し利用できる施設とするための検討が求められて
いる。 

○町全体に対する厳しい建築制限 
・軽井沢町は、都市計画法による制限と、長野県・軽井沢町
の条例による制限を受けている。 

・現状の軽井沢少年自然の家は、建築制限の上限に近い規模
で建てられており、現状以上の規模の建物は建設できな
い。 

○首都圏からほど近いが寒暖差の激しい地域 
・夏は東京都から５度ほど低く、過ごしやすくなっている。 
・冬は気温が低く、四季に応じた行事の検討が求められてい
る。 

○現代の生活様式との不一致 
・トイレやベッドの室内の設備が現在の生活様式と一致して
おらず、学校が利用しづらい状況である。 

 

施設整備に関すること 
 
 

○周辺に多様な教育施設、運動施設が立地 
・少年自然の家の６キロ圏内に公共の運動施設が立地し、３
キロ圏内に学校施設が立地しており、連携した活動が考え
られる。 

○国・都の教育動向 
・2030年までに、SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成に
向け、全教育活動でカリキュラム・マネジメントを通じて
実施している。 

・「人生 100 年時代」や「Society5.0」といった課題に対応
できる人材の育成を目指している。 

・教員の育成、ICT を活用した一人ひとりに対応した教育、
グローバル化を推進している。 

 
○千代田区の教育動向 
・ＧＩＧＡスクール構想や国際理解教育を推進していく方針
である。 

・軽井沢少年自然の家のあり方検討協議会では、体験を深め
る ICT教育の充実、外国語教育の充実、頭と体を使う自然
体験をはじめとした体験活動の充実、教員の実習、研修の
実施といった活用方法が提案されている。 

活用方法に関すること 
 
 

 

○ グローバル化、様々な技術革新等、千代田区の子ども

たちを取り巻く環境は日々変化しており、自ら考え判

断する力の育成や国際社会で活躍できる人材の育成が

求められている。そのため、情報を適切に収集し、自

ら判断できる力を培う ICT 教育や異文化や自国文化

に対する理解を深め、主体的にコミュニケーションが

とれる外国語教育の推進が必要である。 

○ 新しい課題に対応するためには、教員の育成や組織連

携の推進が必要である。 

体験学習の充実 

○ 自然体験をはじめとした体験学習は、引き続き重視し

つつ、特別な体験をしたという感想にとどまることの

ないよう、事前・事後の学習を深めたり、体験を発信

したりすることで、その後の生活へも生きる学びの習

得が必要である。 

○ 軽井沢の環境を活かしつつ、様々なプログラムを取り

入れ、現在の教育課題への対応を図る必要がある。 

新たな教育課題への対応 

施設の不便さを改善 
○ 学校が軽井沢少年自然の家を利用するためには、建て

替えや大規模改修が必要であり、再整備にあたって

は、子どもたちが使いやすいよう、生活様式への適合

や体験を深める学習のための施設の充実が必要であ

る。 

○ 現在の施設は、バリアフリー対応や、ユニバーサルデ

ザインへ対応しておらず、活動しやすい施設への改善

が必要である。 

○ 建築制限があるため、今以上の規模の建物を建てるこ

とは困難である。充実した体験学習を実現するため、

少年の自然の家の近辺にある学校施設や公共施設と連

携し、機能の一部を補いつつ、施設の充実を図る必要

がある。 

○ 教育効果の向上と年間を通した施設利用のため、地元

の教育機関等にも利用しやすい施設となるよう配慮す

る必要がある。 

 

現状・課題を踏まえた視点 軽井沢少年自然の家活用の方針（案） 

軽井沢にある豊かな自然環境を活かした、 

千代田区の子どもたちの将来に生きる 

体験学習の拠点となる施設 

活用方針 

 

 

軽井沢ならではの体験ができる 

ＩＣＴ教育や外国語教育を推進する 

 
○軽井沢の自然環境を活かした体験学習の充実を目指します。 

○軽井沢や周辺の教育機関等と連携した交流事業を実施し、その交流

において ICT や外国語を活用することで、学習効果を高める分野

横断的な体験学習の実現を目指します。 

○特定分野に特化した学習事業等、多様なプログラムの実現を目指し

ます。 

整備方針 

 誰もが使いやすく柔軟に活用できる施設 

○ユニバーサルデザインに対応し、様々な立場の人が安心・安全に活

用できる宿泊施設を整備します。 

○様々な体験活動が充実するように屋内外の施設を整備します。 

○周辺施設を活用することを前提に、限られた規模で必要な機能を整

備します。 

資料２ 



新しい教育課題に関する取組を横断的に実施し、 

学習の効果を高める 

 

 

 

国、東京都の動きや、社会情勢の変化を受け、ＧＩＧＡスクール構想をはじめ

とした ICT 教育や国際理解教育を推進し、新しい教育課題への対応を進めていま

す。 

また、区では従前から、宿泊行事を通して「平素と異なる生活環境にあって、

見聞を広め、自然や文化などに親しむ体験」、「集団への所属感や連帯感の育成、

望ましい人間関係づくり」等を目指しています。 

新しい教育課題への対応を宿泊行事へも取り込むことで、分野横断的な活動が

でき、学習の効果を高めることが期待されます。 

そうした体験学習の拠点として、様々な資源を有する軽井沢町に立地する「軽

井沢少年自然の家」の活用を検討します。 

 

 

 

 

 

 

軽井沢の環境を活かすことで、新しい教育課題への対応や宿泊行事の効果向上を図ります。 

 

プログラム（案） 軽井沢 ICT教育 外国語教育 宿泊行事

バードウォッチングやグリーンウォッチングの実施 〇 〇

屋外でのプロジェクトアドベンチャーの実施 〇

天体観測 〇 〇 〇

地域のボランティア団体と共にホタルの生息環境整備・ホタル観賞 〇 〇

エディブルガーデン（食べることができる庭）を整備し、生態

系理解と防災教育の実施
〇

自然環境を楽しむためのグランピング 〇 〇

身辺自立や仲間との交流を深めるキャンプ 〇 〇

海外や他校とオンラインで英語を使った地域紹介 〇 〇

軽井沢の外国人居住者と料理体験 〇 〇 〇

軽井沢の教育機関や学校との交流 〇 〇 〇

英語によるガーデニング教室の実施 〇 〇 〇

留学生と英語で地域を紹介しあう交流体験 〇 〇 〇

周辺施設と連携した、産業・歴史の学習プログラムの実施 〇

スキー教室の実施 〇

風越公園等大規模場な運動施設を活用した活動 〇

軽井沢にある周辺施設を活用したウィンタースポーツ体験の実施 〇

eスポーツの実施 〇 〇

千代田区全体で共通のテーマを持って事前学習を行った上で、

英語のスピーチ大会を実施
〇

スポグリッシュ（スポーツと英語を掛け合わせた活動）の実施 〇

英語を使って地域紹介をクイズ形式で実施 〇

アクティブラーニング環境を整備し、英語を用いたディスカッ

ションの実施
〇 〇

農業版STEAM教育（農業ロボット「ファームボット」の制

作）の実施
〇 〇 〇

ファブラボ（アナログからデジタルまで多様な工作機械を備え

た、実験的な地域工房のネットワーク）を整備し、プログラミ

ング教室の実施

〇 〇 〇

公用語を英語として生活するイングリッシュキャンプの実施 〇 〇 〇

プログラム（案） 軽井沢 ICT教育 外国語教育 宿泊行事

ICT教育・外国語教育をはじめとした新しい教育課題に対する

宿泊研修
〇 〇 〇 〇

初任者研修等 〇 〇

教育課程の学生を対象とした宿泊研修 〇 〇

自

然

ス

ポ

ー

ツ

分

野

横

断

的

学

習

研

修

教員研修等の充実

交

流

 
軽井沢少年自然の家 

活用の方針（案） 
軽井沢にある豊かな自然環境を活かした、 

千代田区の子どもたちの将来に生きる体験学習の拠点となる施設 

活用方針 

 

 

軽井沢ならではの 

体験ができる 
 

ＩＣＴ教育や外国語教育 

を推進する 

 

○軽井沢の自然環境を活かした

体験学習の充実を目指しま

す。 
 

○軽井沢や周辺の教育機関等と

連携した交流事業を実施し、

その交流において ICT や外国

語を活用することで、学習効

果を高める分野横断的な体験

学習の実現を目指します。 
 

○特定分野に特化した学習事業

等、多様なプログラムの実現

を目指します。 

整備方針 

 
誰もが使いやすく 

柔軟に活用できる施設 

ユニバーサルデザインへの対応 
○段差、傾斜のない施設 ○多様な立場の人に対応したトイレ、浴室等の機能整備 等 

 

資料３ 

屋内施設 

〇 プレゼンテーション等ができる 

多目的ルーム 等 

屋外施設 

〇 体を動かすことができる 

スペースの確保 

軽井沢少年自然の家の活用 

外国語教育 ICT 教育 

（区の現在の取組） 

○ＡＬＴの派遣 

〇ＴＧＧ（東京グローバル・

ゲートウェイ）の活用 

 

軽井沢町 宿泊行事 

軽井沢少年自然の家 
それぞれの取組の効果向上 

（区の現在の取組） 

〇GIGA スクール構想の実現 

〇タブレット端末を用いた授

業・交流の実施 

 

（軽井沢町の特徴） 

〇夏でも過ごしやすく、千代田区に

ない自然豊かな環境 

〇都心から１時間程度でアクセスで

きる利便性の高い立地 

〇外国人の別荘地として親しまれて

きた歴史 

〇ウィンタースポーツ等ができるス

ポーツ施設や大学等の教育機関の

充実 

 

（区の現在の取組） 

〇基本的な生活習慣や公衆道徳な

どについての体験 

〇集団生活の在り方について考え

実践 

〇互いを思いやり、共に協力し合

ったりするなどのよりよい人間

関係を形成 
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軽井沢少年自然の家の活用 参考事例 

（１）事例調査の概要 

千代田区軽井沢少年自然の家で実施するプログラムの参考とするため、事例を以下の視点で調査

しました。 

 

●事例整理の視点 

① 自然・交流体験 

② ICT・外国語教育を用いた分野横断的学習 

 

〈事例一覧〉 

No. 事例 事例概要 視点 

１ プロジェクトアドベンチャー チャレンジ精神を高める体験活動 ① 

２ ツリークライミング 専用のロープやハーネスを使った木登り体験 ① 

３ エディブルガーデン 食べられる植物主体の庭の整備 ① 

４ 少年自然の家八ヶ岳荘 環境を活かしたグランピング施設 ① 

５ e スポーツ＋部活支援 企業連携による環境整備 ② 

６ ファブラボ 地域連携によるプログラミング教育 ② 

７ 農業版 STEAM 教育 農業に関する最新技術を活用する体験 ② 

８ ブリティッシュヒルズ パスポートのいらない留学をテーマにした施設 ② 

  

参考資料 
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（２）各事例の内容 

NO.１ プロジェクトアドベンチャー 

概要 ・プロジェクトアドベンチャーとは、人間関係を築く上で大切な「信頼する心」の育成

や「未知のことに取り組むチャレンジ精神」を高めることをねらって組織的に行う体

験活動の手法です。 

・道具を使用しないアクティビティと、大掛かりな器具を使用するエレメントの２つに

大別されます。 

導入事例 ・秋田県では、学習指導要領でねらう「豊かな心」の育成に適した活動として、プロジ

ェクトアドベンチャーを取り入れており、県内の３つの少年自然の家を中心に用具

（エレメント）を設置しています。 

・秋田県ではプロジェクトアドベンチャーには、クラスの団結やいじめの未然防止など

学級経営にも優れた効果があるとされていることから、平成１４年度から各少年自然

の家で導入されており、学校の体験活動におけるメインプログラムとなっているほ

か、教員の初任者研修の必修プログラムとしても活用されています。 

【秋田県立保呂羽山少年自然の家】 

・指導者のもと、専任のスタッフ指導のもと、プロジェクトアドベンチャーを進めてい

ます。 

・保呂羽山少年自然の家は、県内で唯一、高校生、大学生、社会人を対象とした「ハイ

エレメント」が設置されています。 

  
  設置されているハイエレメント    プロジェクトアドベンチャーのスタッフ研修 
 

【秋田県立大館少年自然の家】 

・室内で実施できるエレメント、屋外設置のエレメントがあり、全年齢対象に実施して

います。 

 

プロジェクトアドベンチャーの様子 
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【秋田県立岩城少年自然の家】 

・専門職員が学校や利用団体の要望に応じて、プロジェクトアドベンチャーを実施して

います。 

・毎月第３土曜日を「オーブンデー」とし、一般開放する他、日帰りイベントや少年自

然の家主導の企画も実施されています。 

 

  

      設置しているエレメント     プロジェクトアドベンチャーの実施風景 

 

ポイント ・初年度のクラスの関係性育成への貢献 

・屋外環境生かした自然体験活動 

出典 各少年自然の家のフェイスブック 
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NO.２ ツリークライミング 

概要 ・ツリークライミングとは、専用のロープやハーネスなどを利用して木に登り、木や森、

自然との一体感を味わう体験活動です。 

・インストラクターから、ロープの結び方や登りおりの手順を学びます。 

導入事例 

 

【東京都立 林試の森公園】 

・目黒区にある林試の森公園では、野外体験教室として、「キッズツリークライミング」

を開催しています。 

 

 

林試の森公園でのツリークライミングの様子 

【檜原都民の森】 

・「遊び」を通じた運動教育プログラム「エンジェル・プログラム」を提供するエヴリ

ー（台東区）が、同村の林業家集団「東京チェンソーズ」の協力を得て企画していま

す。 

  

檜原村でのツリークライミングの様子と施設の様子 

ポイント ・新たな施設を造らず、現地ならではの自然環境の活用 

出典 東京都ホームページ 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2017/04/19/05_01.html 

檜原都民の森ホームページ 

https://hondasyo.tatsuno.ed.jp/?p=2021 
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NO.３ エディブルガーデン 

概要 ・「エディブルガーデン」とは、野菜やハーブ、果樹など食べられる植物を主体に植え

られたガーデンのことです。 

・花や緑、香りなどを１年中楽しめるとともに、ミツバチや蝶の蜜源となり、生物多 様

性にも寄与する潤いのある、癒しの環境を整備しつつ、いざという時の食糧にもなり

ます。 

導入事例 

 

【イギリス】 

・食を通じたコミュニティ構築として、街中に実際に食べることができる植物を育て、

ボランティアや地域住民が食べ物を獲得しながら、ネットワークを形成しています。 

・イギリスで 2012 年に始まった、食を通したコミュニティ構築をめざす「インクレデ

ィブル・エディブル（Incredible Edible＝信じられない＋食べられる）」というネッ

トワークには、イギリス全体で 100 以上、世界で 1000 以上もの団体が参加していま

す。 

 

 
エディブルガーデンの地図 

 

 
交番前に設置されたエディブルガーデン 

 

ポイント ・日々の生活に反映できる農業体験 

・地域とのコミュニティの形成の一環となる施設運営 

・防災拠点としての整備 

出典 https://www.realpublicestate.jp/post/london7/ 
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NO.４少年自然の家八ヶ岳荘 

概要 所在地     ：長野県諏訪郡富士見町 

竣工年（築年数）：昭和 57 年（39 年）、平成 27 年以降に大規模改修 

運営手法    ：指定管理 

宿泊以外の施設:会議室３室体育館、キャンピング施設、多目的広場、遊歩道、     

マレットゴルフコース  

導入事例 ・夏季キャンプでは、野外炊飯やキャンプファイヤー、木工体験、ますつかみ体験とい

ったさまざまな 自然体験活動を実施しています。 

・2020 年の大規模により、木立ちの中のバーベキュー場や、八ヶ岳の山々を望むウッ

ドデッキを備えたアウトドアキッチンを設け、豊かな自然を満喫できるようになって

います。ソファーやベッドを備えた大型のキャンパステントも設置しています。 

  

             施設外観                          内部       

 

グランピング施設 
 

ポイント ・環境活かした屋外活動の実施 

・グランピング施設を用いた地域ならではの体験 

出典 指定管理者作成ホームページ 
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NO.５ e スポーツ＋部活支援 

概要 ・「e スポーツ」とは、「エレクトロニック・スポーツ」の略で、広義には、電子機器を

用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般のことを示します。 

・スマホの普及により、PC を使う機会が減少しつつあることから、企業が地域と連携

し、高スペックな PC 貸与し、e スポーツの支援をしている事例もあります。 

導入事例 

 

【三浦学苑高等学校】 

・横須賀市では 2019 年 12月より、「Yokosuka e-Sports Project」として、市内の高校

にパソコンの無償貸与を始めています。半導体大手のインテル、ゲーム用パソコンメ

ーカーの MSI Computer Japan、NTT 東日本、パソコン・周辺機器販売の TSUKUMO の４

社の賛同を得て実現しました。導入した三浦学園では、e スポーツ部を立ち上げ、自

ら、ゲーム依存症への対策などのルールつくり、運用しながら、企業の支援を受けつ

つ部活動を行っています。 

・教育の場に e スポーツを導入することのメリットとして、運動が得意ではない人や障

害を持つ人も同じ土俵で戦える良さがあげられます。 

・プログラマーやウェブデザイナー、e スポーツの大会運営に関わる仕事など将来の選

択肢が広がる可能性があります。 

 

  

三浦学苑の様子 

 

ポイント ・企業による全面的な設備支援 

・地元教育機関や大会会場としての施設活用 

出典 ひと・まち・結び（日経 BP） 

https://project.nikkeibp.co.jp/hitomachi/atcl/feature/00017/?P=1 
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NO.６ ファブラボ 

概要 ・ファブラボとは、アナログからデジタルまで多様な工作機械を備えた、実験的な地域

工房のネットワークです。個人による自由なモノづくりの可能性を広げ、「使うモノ

を、使う人自身が作る文化」を醸成することを目指しています。 

・3D プリンタやレーザーカッター、電子工作ツールなどが備えられています。 

導入事例 【山口市立大殿小学校】 

・鎌倉市のファブラボと連携し、ファブラボ鎌倉とメディア研究者(慶応義塾大学特任

助教 山岡潤一氏)が共同開発した FABWALKER(ファブウォーカー)という歩行をデザ

インするための教育用ロボットを採用した、プログラミング教育を実施しています。 

・教材はすべて WEB 上でデータ共有しており、二次制作などが可能です。教材に関して

開発や改変の余地を設けることで、地域素材を取り入れたロボットの制作、地域の高

等専門学校や大学内でのスキルアップトレーニングの実施などを通じて地域貢献に

寄与することができます。 

   

   足を取り付ける前の FAB WALKER(ファブウォーカー）     授業の様子 

【ファブラボ鎌倉】 

・「テクノロジーを活用し、作りながら学ぶ」ことをコンセプトにした教育の実践のた

め、経済産業省の取組である「未来の教室」の実証実験のサポートも行っています。 

・全員がものづくりやプログラミングに興味があるわけではなく、指導できる教員が不

足している現状を踏まえ、動画を使った授業教材や、生徒が自分のペースで学べるよ

うな進行、学んだ人がほかの人を教える仕組みづくりなど、教え方そのもののアップ

デートにも取り組んでいます。 

   

      未来の教室の授業の様子           ファブラボ鎌倉の様子 

ポイント ・地域の教育機関、地域住民による日常的な活用 

・プログラミング教育への貢献 

・チームでのモノづくりによるクラスの関係性の構築への貢献 

出典 総務省ホームページ:https://www.soumu.go.jp/programming/favlabo.html 

ファブラボ鎌倉:https://fabcross.jp/interview/20181205_fablab_kamakura.html 
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NO.７ 農業版 STEAM教育 

概要 ・農業に関する最新技術を活用する体験を通して、農業と新たな技術に対する興味喚

起を促すことを目的として展開されている事業です。 

・ファームボットなど最新の農業ロボット技術の仕組みの理解を深めた上で、IT 技術

と組み合わせた新たな農業に触れる体験を提供します。 

導入事例 【姫路市率書写養護学校】 

・子ども向け STEAM プログラミング教育を行う株式会社プロキッズと、兵庫県姫路市

が連携し、農業ロボット「ファームボット」の教材を制作し、授業を実施しました。 

・リモートでファームボットを操作する授業を実施し、実際に生徒が操作、プログラミ

ングに取り組みました。 

・ファームボットのデータはオープンソースのため、自身で更新したり、カスタマイズ

することもできます。 

  
学内に設置されたファームボット 

  

書写養護学校の中学部生徒が、ファームボットを遠隔操作する様子 
 

ポイント ・農業体験と ICT 教育の両立 

・継続した農作物の育成の実現 

出典 姫路市ホームページ 

https://www.city.himeji.lg.jp/sangyo/0000015511.html 
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NO.８ ブリティッシュヒルズ 

概要 ・1994 年に、神田外国語大学・神田外語学院を運営する学校法人佐野学園が設立した、

英国文化を体験できる施設です。 

・「パスポートのいらない留学」をコンセプトに、英語を公用語とする語学環境に加え

て、本物の英国を再現した施設環境をフルに活用した「トータルイマ―ジョン」メソ

ッドにて研修を行い、英語力アップと異文化理解を深めます。 

  
施設内の様子 

導入事例 【東京都立大泉高等学校附属中学校】 

・２泊３日の英語研修に取組んでいます。研修の事前学習としてイギリスの文化調べ

やスピーチ準備などを実施し、研修では、スコーンづくりや、地域のゲーム体験、マ

ナー講座等、生活をしながら英語に取り組みます。最終日には、成果発表として、英

語によるスピーチを一人ひとりが行います。 

 

【成城学園中学校高等学校】 

・中学３年生が、３泊４日の研修を行っています。自然体験をはじめ、工作体験、マナ

ーハウス体験、卵が割れないようにグループで工夫して容器を設計する Science 

Challenge など、様々な分野の体験活動を英語で行っています。 

  

     キャンドルづくり体験                 授業の様子 

ポイント ・様々な学習分野と英語の横断 

・周辺地域からも需要の高い施設 

出典 ブリティッシュヒルズ：https://www.british-hills.co.jp/ 

 



就学前プログラムの改定状況等について 

 

１ 背景と目的 

就学前プログラムは、子どもたちの健やかな成長と小学校への円滑な接続を保障するため、平成

25 年３月に策定された。その後保育所保育指針、幼稚園教育要領、認定こども園・保育要領の改訂

が行われ、「小学校との共有による幼小接続の推進」「育みたい資質・能力や育ってほしい姿の明

文化」「保育所を幼児教育施設と位置付けること」等方針が示された。 

 このようなことから、人間形成の基礎となる乳幼児期を園種や設置形態の別によらず、どのよう

にして育むかという観点から保育園・幼稚園・こども園等の就学前施設及び小学校の関係者が共に

就学前プログラムの内容を検証する。 

 

２ 改定の期間  

  令和３年４月～令和５年３月 

 

３ 検討概要 

（１）検討体制 

改定の検討は、学識経験者や幼稚園・保育園及び学校関係者等で行う（別添 委員名簿）。 

（２）検討の視点 

  ① 保幼小の連続性を考慮した教育・保育の充実 

０～18歳までの連続した教育・子育て支援に向けて、生きる力の基礎である大切な乳幼児        

期の姿を明確にしつつ、学校教育への円滑な接続の視点を視野に入れる。 

   ② 安全教育の充実 

保育士や教員等が発達段階を適切に見極め、子どもが健康で安全な生活に必要な習慣や態

度が身に付けられるよう適切な支援及び教育を行う。 

   ③ 特別な支援が必要な子どもへの支援の充実 

園種や設置形態の別に関わらず、子ども一人ひとりの個性を大切にしながらも、その能力

を引き出して、社会の一員として生きていく力を身に付けるため、適切な支援及び教育を行

う。 

  

教 育 委 員 会 資 料 
令 和 ３ 年 1 2 月 14 日 
子 ど も 支 援 課 



 

４ これまでの検討と今後のスケジュール予定 

令和３年度 

令和３年４月～８月        部内及び有識者との打合せ、委員選定、策定委員会の設置 

令和３年８月 30日        第１回 策定委員会 開催 

令和３年 10月 21日～11月５日  保育従事者向けアンケートの実施 

令和３年 10月 27日～11月９日  策定委員向けアンケートの実施 

令和３年 10月～令和４年１月   園、放課後デイサービス等視察 

令和３年 12月 16日        第２回 策定委員会 開催予定 

令和４年２月頃          第３回 策定委員会 開催予定 

 

令和４年度 

令和４年６月頃          第４回策定委員会予定 

令和４年 10月頃          第５回策定委員会予定（骨子の確定） 

令和５年 12月頃          第６回策定委員会予定（策定） 

令和５年３月上旬         公表 
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千代田区就学前プログラム策定委員名簿 

  氏名 役職 

１ 学識経験者 福元 真由美 青山学院大学 教授 

2 区立小学校代表 渡辺 裕之 番町小学校 校長 

3-1 区立幼稚園代表① 穴原 江美 千代田幼稚園 園長 

3-2 区立幼稚園代表② 横澤 峰紀子 九段幼稚園 園長 

4-1 区立保育園代表① 永野 京子 西神田保育園 園長 

4-2 区立保育園代表② 小宮 三枝子 四番町保育園 園長 

5-1 区内私立保育園代表 倉掛 秀人 千代田せいが保育園 園長 

5-2 区内私立保育園代表 𠮷田 ひとみ ほっぺるランド西神田 園長 

6 区内認定こども園代表 小松﨑 珠美 グローバルキッズ飯田橋こども園 園長 

7 区内地域型保育事業代表 射場 紀江 ゆうてまち保育園 施設長 

8 区内幼保一体施設代表 手塚 知子 小学館アカデミー昌平保育園 施設長 

9 関係団体区民 佐藤 祐子 主任児童委員 

10 区内発達支援事業者 中田 弾 児童発達支援・放課後等デイサービス 

ぴかいち 代表理事 

11 行政 新井 玉江 千代田区教育委員会事務局  

子ども支援課長 

12 区立教育研究所 大関 邦子 千代田区立教育研究所 教育研究専門員 

【事務局】 

子ども部長 

清水 章 

教育担当部長 

佐藤 尚久 

子ども総務課 

大谷 由佳 

指導課 

山本 真 田中 博 戸栗 大貴 

子ども支援課 

古畑 裕美 三上 千郷 仲程 由佳 

子育て推進課 

中根 昌宏 保坂 由紀 川合 美津子 

 



 教 育 委 員 会 資 料 

令和３年 1２月 14 日 

学 務 課 

 

 

 

お茶の水小学校・幼稚園 通学・通園バスの発着場所の変更について 
 

 

 

１ 変更理由 

 

お茶の水小学校・幼稚園の改築工事に伴う工事関係車両の運行に支障を 

きたすため。 

 

２ 変更前及び変更後の発着場所 

 

  裏面のとおり 

 

３ 変更期間（予定） 

 

  令和４年１月１１日（火）から工事竣工まで（予定） 

 

４ 保護者への周知 

 

  12月初旬以降、学校から周知 

 

５ 安全対策 

   

  シルバー人材センターによる見守り及び民間警備会社による児童・園児の 

  安全確保を委託 



 

お茶の水小学校・幼稚園 通学・通園バス発着場所の変更について 

 

【変更前】乗降場所（猿楽通り） 令和３年１２月２４日まで 

 
 

【変更後】乗降場所（錦華通り） 令和４年１月１１日から 

  
図面は Google マップより引用

 



 

「区立学校 心をつなぐ体験授業」について 

 

１ 趣旨・目的 
 

  令和２年度から続く、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、児童・

生徒の殆どの連合・宿泊行事が中止となった。教育委員会では、コロナ禍の２

年間、様々な制約を課せられてきた児童・生徒が、体験的活動を通して日常と

異なる生活環境で、見聞を広め、よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在

り方や公衆道徳などについての体験を積むことができる機会を設け、集団へ

の所属感や連帯感を深めることを目的とし、本事業を実施する。 

併せて、校外における集団活動を通して、教師と児童・生徒、児童・生徒相

互の絆を深める。 

 

２ 対象者 
 

 ・小学校４・５年生、中学校（中等）１・２年生及び中等教育学校４・５・６

年生 

 

３ 事業内容 
 

 【小学校４・５年生】 

 ・実施時期  令和４年３月１５日（火） 

 ・実施内容  往復バス・施設（東京ジョイポリス）貸切 

 【中学校（中等）１・２年生及び中等教育学校４・５・６年生】 

 ・実施時期  令和４年３月中 

・実施内容  ホテルメトロポリタンエドモントでのテーブルマナー講習 

教 育 委 員 会 資 料    

令和３年 12 月 14 日 

学 務 課 



千代田区立学校等における宿泊・連合行事について 

 

学習指導要領の改訂や新型コロナウイルス感染症に係る新しい生活様式が提唱されるなどの動向があ

る中で、千代田区教育委員会が主催する宿泊行事・連合行事の実施について、再度検討し、次にあげる行

事について、以下の通り変更します。 

 ただし、今後の新型コロナウイルス感染症の状況や、軽井沢の宿泊施設の状況等に応じて、適宜、検討

を継続していくこととします。 

 

１ 岩井臨海学校【対象：小学校 4 年生】 

  従来の２泊３日を、１泊２日に変更した上で実施する。 

 【変更の理由】 

  ・新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応として、第２・３学年での水泳指導が例年通り実施でき

ておらず、泳力に不安がある。 

・２泊３日の宿泊や海での活動をするにあたり、子どもたちの体力に不安がある。 

・第４学年において、海で泳力を伸ばすための活動をすることは発達段階上、難しい。 

 

２ 嬬恋自然体験交流教室【対象：小学校５年生】 

従来の春１泊２日及び秋２泊３日を、秋２泊３日のみと変更した上で実施する。 

 【変更の理由】 

・今後の対応等について、先方（嬬恋村教育委員会）と協議し、検討した。 

・交流校２校（東部小・西部小）との交流は、春と秋の２回実施は難しいと判断した。 

・農作業体験の指導をお願いしているボランティア（おにぎりの会）への負担を軽減する。 

 

３ オリエンテーション合宿【対象：中学校１年生】 

宿泊ではなく、校内や通所で実施に変更する。 

【変更の理由】 

・入学直後の４月に宿泊を実施することは、安全上の課題が大きい。 

・ねらいとする新しい環境での仲間づくり等については、宿泊ではなく、校内でのプログラム実施にお

いても十分な教育効果が得られる。 

 

４ 中学生海外交流教育（受入・派遣）【対象：中学校 2 年生・選抜】 

・受入と派遣については、当面の期間休止とする。 

・オンラインによるリモートでの交流を継続する。 

・中学 2 年生全員が体験型英語学習の機会として、TGG(Tokyo Global Gateway)プログラムに変更

した上で実施する。 

 【変更の理由】 

・海外（特に欧州）への渡航については、現状を鑑みると次年度も見通しが立たない。 

・選抜型ではなく全員参加型の事業が望ましいとの意見もある。 

・一人一台タブレット端末の導入により、リモートでの交流が可能となった。 

教 育 委 員 会 資 料 

令和 3 年 12 月 14 日 

指 導 課 

学 務 課 

 



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

12 14 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

12 15 水 9:45～ 指導課訪問（番町小学校）◎ 番町小学校 教育委員出席

18:30～ いじめ防止に関する講演会　◎ かがやきプラザ 教育委員出席

12 16 木

12 17 金

12 18 土

12 19 日

12 20 月 10:30～ 指導課訪問（ふじみこども園）◎ ふじみこども園 教育委員出席

12 21 火

12 22 水

12 23 木 15:30～ 点検・評価有識者との懇談会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

12 24 金

12 25 土

12 26 日

12 27 月

12 28 火

12 29 水

12 30 木

12 31 金

1 6 木 適性検査郵送出願開始（～1/11、区分Bのみ）

1 7 金

1 8 土

1 9 日

1

Administrator
テキストボックス
 教育委員会資料
 令和3年12月14日
 子ども総務課



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

1 10 月

1 11 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

1 12 水 9:00～ 適性検査出願①（区分Aのみ） 九段中等教育学校

1 13 木 9:00～ 適性検査出願②（区分Aのみ） 九段中等教育学校

1 14 金 英語合宿（～1月16日）九段中等教育学校 福島県ブリティッシュヒルズ

1 15 土

1 16 日

1 17 月

1 18 火 11:00～ 適性検査応募状況の発表 九段中等教育学校

1 19 水 指導課訪問（和泉小学校）◎ 和泉小学校 教育委員出席

1 20 木

1 21 金

1 22 土

1 23 日

1 24 月

1 25 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

1 26 水

1 27 木

1 28 金 連合作品展始 区役所１階　区民ホール

指導課訪問（九段小学校）◎ 九段小学校 教育委員出席

9:10～ クロスカントリーレース（九段中等教育学校） 多摩川緑地公園（稲城市）

1 29 土 17:30～ 天体観望会 九段中等教育学校

1 30 日

1 31 月 14:00～ 研究発表会　◎ 神田一橋中学校 教育委員出席

2



教育委員会資料
令和3年12月14日
子ども総務課

開催日・
開催期間

住所は区立施設以外のみ記入 区以外が主催のとき

1 子育て推進課
子育て世帯臨時特別給
付金の支給

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世
帯に臨時特別給付金を支給、申請案内

2 文化振興課
文化事業の経費を一部
助成(文化事業助成)

区内で活動する文化団体を対象に、公演や展示活動等に
係る経費を助成

申請受付期間=1月4日(火)～31日
(月)(予定)

3 文化振興課
図書フロア企画展示
「江戸書物大全」

江戸時代の印刷技術や流通、今も読みつがれているベス
トセラーや人気作家について紹介

11月16日(火)～3月18日(金)
日比谷図書文化館(日比
谷公園1-4)

日比谷図書文化館

4 文化振興課
区立図書館臨時休館の
お知らせ

蔵書点検に伴う区立図書館各館の臨時休館のお知らせ

日比谷=1月15～17日、四番町=2月6・
7日、昌平=2月13・14日、ちよだパー
クサイドプラザ=2月19・20日、神田
=2月20・21日、千代田=2月26～28日

区立図書館5館、ちよだ
パークサイドプラザ区
民図書室

千代田図書館

5 文化振興課
千代田図書館おはなし
会

毎月開催している千代田図書館のおはなし会 1月9日(日)11時～ 子ども室(区役所10階) 千代田図書館

6
生涯学習・ス
ポーツ課

生涯学習団体1日公開講
座(サークル体験会1月)

九段生涯学習館などで活動する区民サークルが「サーク
ル体験会」を開催

各サークルによって異なる 九段生涯学習館 九段生涯学習館

7
生涯学習・ス
ポーツ課

卓球初心者講習会
区内在住・在勤・在学者、卓球連盟登録者を対象とした
講習会

2月2日(水)・4日(金)・7日(月)・9日
(水)・14日(月)(全5回)18時30分～

スポーツセンター 千代田区卓球連盟

8
生涯学習・ス
ポーツ課

千代田区唯一の総合型
地域スポーツクラブ
「富士見スポーツ・文
化クラブ」社交ダンス
新規体験者募集

社交ダンス教室の新規体験者を募集 木曜・金曜(不定期)18時～20時 富士見みらい館体育館
富士見スポーツ・文
化クラブ

「広報千代田」
12月20日号広報原
稿一覧

子ども部・地域振興部（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）8件

課 件　　　名 事　業　の　概　略

と　き 主催者会場



教 育 委 員 会 資 料
令和３年12月14日
子 ど も 総 務 課

年３回発行

118号
R1年6月20日発行

121号
R2年7月22日発行

124号
R3年6月16日発行

119号
R1年12月10日発行

122号
R2年12月10日発行

125号
R3年12月10日発行

120号
R2年3月10日発行

123号
R3年3月16日発行

126号
R4年3月　日発行

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 ＣＥＳ活動の紹介 4

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

1
４月開設の
認可保育園

新任校園長のご紹介 1 1 中学生東京駅伝大会

2 新任校園長のご紹介 2 2
五人囃子演奏会の

紹介

3 新任校園長のご紹介
教育委員会の
開催状況

3
10月開設の認可保

育所
安全・安心メールの

紹介
ベビーシッター利用

料の補助制度
3

教育委員会の
開催状況

教育委員会の
開催状況

教育委員会の
開催状況

4
教育委員会の
開催状況

教育長コラム
教育委員会の
開催状況

4
教育委員会の
開催状況

教育委員会の
開催状況

教育委員会の
開催状況

4
行事予定表

（R2年４～３月）
行事予定表

（R3年４～３月）
行事予定表

（R4年４～３月）

令和３年度　教育広報かけはし　掲載案

1 入園式・入学式特集 入園式・入学式特集 入園式・入学式特集 1
Let's2020①

（オリパラ教育）
運動会特集 運動会特集 1

Let's2020②
（オリパラ教育）

研究協力校園の発表 連合作品展

2

これまでのオリパラ
教育の取組

千代田区のICT教育

令和３年度次世代
育成関連予算と

主な事業
・

組織改正と
所管事務について

2

子どもケアプランが
はじまります！ 子育て支援対策特集

オリパラ関係
学校生活での新型コ
ロナウイルス感染症
対策チェック！

2

TGG（東京グロー
バルゲートウェイ）

千代田区のICT教育

研究協力校園の発表

ICT取組状況

中学生と語る会

3 オンライン学習の取組

学校司書が選ぶ！
おすすめの本①

3

ウエストミンスター
受入報告

教員研修
学校司書が選ぶ！
おすすめの本②

3

ウエストミンスター
派遣報告

みんなで守ろう！
SNSルール

学校司書が選ぶ！
おすすめの本③

子ども虐待の防止
マニュアル・

リーフレットの紹介
教科書採択結果 千代田ICT教育

千代田Web図書館の
紹介

連合作品展 CES活動の紹介 CES活動の紹介

4

子どもの遊び場紹介

4

学力調査、体力調査
の結果から

教科書採択結果 教科書採択結果

4

４月開設の保育所・
学童クラブ

子どもの遊び場紹介

安全・安心メールの
紹介
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